
株式会社コメ兵ホールディングス、代表取締役社長の石原

でございます。

それでは、これより、2025年3月期 第1四半期 決算につ

いてご報告いたします。



こちらが本日お話しする予定の主な内容です。



まずはじめにコメ兵ホールディングスの会社紹介について

お話しいたします。



当社グループは、「つくる人に敬意をもち、つなぐ人に感謝

し、手にする人に感動を提供することで、循環型社会の共
感を創っていきます。」を「Mission」とし、「リレーユースを

『思想』から『文化』にする。」を我々が目指す「Vision」とし

て掲げております。



こちらのページでは、当社グループのイメージをつかんで

いただけるよう、指標を列挙しております。
創業は1947年で今期は創業77年となりました。

業績につきましては、後ほどご報告をいたします。



当社グループの事業領域です。

ブランドファッション事業では、KOMEHYOやBRAND 

OFF等の売り上げ規模No.1を目指すブランドと



スニーカーやアンティーク時計などを扱い、コアなファンを

つかみ、Only１を目指すブランドがあります。



タイヤ・ホイール事業は、メーカー、一次流通、二次流通、そ

れぞれの役割ごとにブランドがございます。



こちらは、2024年5月13日に発表いたしました新たな中

期経営計画の位置づけです。

売上高100億円程度だった1996年以降も、順調に成長を

続けてまいりましたが、今回の中期経営計画を実現したそ
の先には、ブランドリユース売上高世界No.1の実現を視野

に入れております。

新たな中期経営計画の最終年度は、創業80周年にあたる
2028年3月期に定め、

売上高2500億円、

海外売上高比率15%、

グループ店舗数400店舗 を目指してまいります。



中期経営計画の基本方針は、

事業成長の実現、
サステナビリティ経営の深化、

資本コストを意識した経営の推進、の３つでございます。

中期経営計画の詳細につきましては、2024年5月13日

に開示いたしました「中期経営計画 策定に関するお知ら

せ」をご覧ください。



この度、JPX総研および日本経済新聞社が算出する「JPX

日経中小型株指数」の2024年度の構成銘柄に選定されま
した。

今年8月30日より組み入れられる予定です。

日頃より当社にご支援いただいている多くの皆さまに感

謝申し上げます。

今回の選定により、さらに多くの投資家の皆さまにご注目
いただき、そのご期待に応えられるよう、持続的な企業価

値向上に努めてまいります。



それではここから、2025年3月期 第1四半期業績のご報

告をいたします。



まず初めに、今期の第2四半期累計と通期の目標につきま

して、8月13日に修正をいたしました。

2025年3月期 通期では、

売上高1445億円、
営業利益84億7000万円、

親会社株主に帰属する当期純利益55億6000万円

を目指します。



業績予想の修正の主な要因と今後の見通しです。

第1四半期は、個人買取が好調に推移したことに加えて法

人仕入れも強化したことで、店舗の品ぞろえを充実させる

ことができました。
その結果、訪日外国人のお客さまを中心に小売りが好調に

推移しました。

一方、売上総利益率と販管費は想定の範囲内で推移したこ
とで増収増益となりました。

第2四半期以降は、急激な為替相場の変化による相場変動

により、在庫価格の見直しが必要となっております。
そのため、第2四半期は売上が順調に推移するものの、一

時的に利益率が低下する見込みです。

一方、足元も引き続き買取が堅調に推移していることから、
在庫の調整が進み、第3四半期以降は計画通り進捗する見

込みです。



業績予想の修正と同時に、配当予想も中間配当金52円、

期末配当金52円に修正いたしました。

配当性向20％を目安に、「安定配当」と「増収増益に基づく

増配」が継続できるよう注力してまいります。



2028年3月期までの中期経営計画では、最終年度の

2028年3月期に
売上高2500億円、

営業利益150億円、を目指しております。

現時点で2026年3月期以降の定量目標に変更はござい

ません。

引き続き、積極的に投資を行うことで市場成長を上回る事
業成長を実現してまいります。



第1四半期の連結決算サマリーです。

ご覧のとおり、個人買取額、売上高、営業利益がいずれも

過去最高となり、良いスタートを切ることができております。



損益計算書の状況です。

2025年3月期 第1四半期の連結業績について、

売上高は、前年同期比133.5%の334億9900万円、

営業利益は、前年同期比123.9%の21億3700万円、
経常利益は、前年同期比124.1%の21億8600万円、

親会社株主に帰属する四半期純利益は、前年同期比

119.3%の14億1200万円となりました。

売上高、各段階利益ともに「過去最高」でした。



営業利益の分析です。

個人買取等の仕入が好調に推移し、小売・法人販売とも大

幅に増加しました。

売上総利益率の低下と販管費増加分を吸収して、営業利益
は増益となりました。



連結売上高と売上総利益率の推移です。

個人買取の好調により、連結売上高は小売・法人販売とも

増加しました。

販売店舗の店頭在庫の品揃えのため、法人仕入も強化した
ため、売上総利益率は0.7ポイントマイナスになりましたが、

増収に寄与しています。

前期中で相場下落を受けた在庫は、前期末までで計画通り
に在庫の入れ替えができたため、売上総利益率は前四半期

比では回復傾向です。



連結売上高の内訳です。

販売店舗の出店や訪日のお客様の増加等により、前年同期

比4.8ポイント上昇し、53％になりました。

海外比率、国内免税比率は、有価証券報告書の注記に合わ
せた算出方法をとしており、前年同期比につきましては注

釈をご確認ください。

海外売上比率と国内免税比率は、それぞれ13.6％、
18.4％となっております。



国内免税の内訳はご覧のとおりです。

「KOMEHYO」と「BRAND OFF」が出店している中国・香

港・台湾・タイからのお客様による売り上げ合計が6割弱を

占めています。
また、日本国内のお客さま層より若く、30代～40代がボ

リュームゾーンになっております。



個人買取額の推移です。

人材の採用や育成などが計画通りに進捗し、積極的な新規

出店を継続できています。

既存店の成長もあり、前年同期比133％で四半期実績とし
て過去最高の個人買取額となりました。



販管費の推移です。

新規出店に合わせて、プロモーションやカード手数料、地代

家賃や減価償却費等、が増加しました。

また、従業員の採用やベースアップによる給与手当等の人
件費も増加しました。

なお、売上高の伸びに対して、販管費をコントロールしたた

め、売上高販管費率は19.2%に抑えることができました。



貸借対照表の概況です。

新規出店等に備えて、個人買取と法人仕入の強化し、売上

高の原資となる潤沢な在庫を確保できました。

今後、滞留期間や含み益を意識しながら在庫コントロール
していきます。

仕入は有利子負債で賄うため、負債も同様に増加しました。



在庫回転です。

個人買取や法人仕入で確保した潤沢な在庫は、滞留期間や

含み益を意識しながらコントロールしております。

品ぞろえを充実させるため、法人仕入を強化した結果、売
上総利益率は低下しましたが、在庫回転率を高めて、交叉

比率は改善しております。



続きましてセグメントの概況です。



セグメント別の決算サマリーはご覧のとおりです。

ブランド・ファッション事業は増収増益、タイヤホイール事業

は増収減益となりました。



ブランド・ファッション事業、タイヤ・ホイール事業、不動産賃

貸事業の決算概況はご覧のとおりです。



グループの店舗数はご覧のとおりです。

この第１四半期では国内外に16店舗出店いたしました。



事業会社コメ兵の経路別仕入・販売の状況はご覧のとおり

です。

出店やインバウンド需要に備えた積極的な法人仕入により、

法人仕入比率が前年同期に比べて１ポイント上昇しました。
また、国内・海外からのお客様増加により小売が好調で、小

売比率は5ポイント上昇して45％になりました。



事業会社コメ兵の小売り分野の状況はご覧のとおりです。

国内は、販売店舗の規模や出店場所、取扱いアイテムなど、

新しいフォーマットに挑戦しております。

また、海外は、タイとシンガポールに出店いたしました。
主に現地で仕入れた商品を販売する「地産地消モデル」で

す。



事業会社コメ兵のEC関与売上高の推移はご覧のとおりで

す。

お客様数の増加と、お客様お一人当たりの単価上昇により、

EC関与売上高は前年同期比116.2%でした。
なお、訪日のお客様は直接販売店舗をご利用になることが

多く、EC関与率は3割程度で推移しております。



事業会社K-ブランドオフのFC買取専門店を起点とした収

益力強化につきましては、ご覧のとおりです。

FC買取専門店の出店を拡大し、仕入れ量を増やしておりま

す。そこで仕入れた商品は、 JBAへ出品していただき、JBA
の出来高増加とオークション手数料による収益力向上を図

ります。

6月には、株式会社テイツー様とフランチャイズ契約を締結
しました。

今後も複数のFC店舗を出店・運営できる大手法人先を獲得

できるよう、努めてまいります。



2024年4月にEC販売力が強い株式会社RECLOをグルー

プ会社化し、7月には事業会社K-ブランドオフを存続会社と
して、吸収合併を行っております。

今後もK-ブランドオフと在庫連携をして、ECを強化し、事
業ポートフォリオの強化を図ります。



オークションの出来高の推移はご覧のとおりです。

通期の２社合計のオークション出来高は、前年同期比

124.5％で過去最高になりました。



タイヤ・ホイール事業の概況はご覧のとおりです。

事業会社クラフトでは新品夏タイヤの販売が、オートパーツ
ジャパンでは中古品の個人買取・販売が、４✕４エンジニア

リングサービスでは、自社社企画ホイールの国内外での販
売が好調に推移いたしました。

利益率の低位な新品タイヤの販売が増加したため、売上総

利益率が低下し、減益となりました。



以上で、2025年3月期第1四半期決算について、ご報告

を終わります。

ご清聴ありがとうございました。


